
日 本 海 事(第 3種郵便物認可 )

テ
コ
ノ
★
∠
ゲ
Ｊ
準
は
Ｅ
有

に
戻

っ
た
。
大
き
な
懸
念
を

抱
く
よ
う
な
経
緯
は
な
か

っ

た
よ
う
だ
。
現
在
、
第
三
者

委
員
会
を
設
置
し
、

２０
日
に

第
２
回
会
合
を
開
い
た
。
で

き
る
だ
け
速
や
か
に
再
発
防

止
策
を
含
め
た
報
生
塁
白を
取

り
ま
と
め
て
も
ら
い
た
い
。

海
技
教
育
機
構
も
し

っ
か
り

対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

小
樽
海
上
技
術
学
校

（北

海
道
小
樽
市
）
の
存
廃
問
題

上
モ
％
ｙ
刑
告
当
里
上
「
‘
ｔ
ｃ，
Ｌ

め

へ
体
制
が
固
ま
り
、
急
速

に
作
業
が
進
む
。

１２
月
に
向

け
て
、
短
期
間
で
集
中
的
に

対
外
的
な
調
整
な
ど
が
行
わ

れ
る
。
海
事
局
の
１８
年
度
要

望
の
項
目
数
は
少
な
い
が
、

他
の
項
目
に
隠
れ
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
。

外
航
海
運
関
係
の
続
制
で

は
、

‐７
年
度
税
制
改
正
で
ト

ン
数
標
準
税
制
の
拡
充
が
認

め
ら
れ
、
日
本
の
外
航
海
連

ル
が

（約
８
３
６
億
円
、
■

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
Ｈ
８３

・
６

円
）
だ

っ
た
。
前
年
同
期
の

２
倍
に
拡
大
。
近
年
は
、
原

油
価
格
低
迷
な
ど
で
主
力
の

リ
グ

（
海
洋
掘
削
設
備
）
、
生

産
設
備
の
室
血
要
が
急
減
し
、

成
約
は
縮
小
。
海
洋
関
連
の

受
注
環
境
は
依
然
厳

し
い

も
の
の
、
足
元
で
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（液
化
天
然
ガ
ス
）
関
連
事

業
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
期

国
際
輸
送
の
リ
ス
ク
認
識
を

岬
抑
ｋ
荷
主

に
も
損
害
賠
償
責
任

と鰈
腿
馳
銘
雑
一斜
語
獣
郵
戴
誕

Ｃ
ブ

ＣＯ

ラ

ＶＮ

ク

を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

外
航
利
用
運
送
事
業
者
倶
楽

部

（
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
ク
ラ
ブ
、

鵜
澤
敬

一
理
事
長
）
は
２４

向民

東
京
都
内
で
荷
主
と
運

送
人
の
責
任
範
囲
を
テ
ー
マ

に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い

た
。
最
近
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
や
フ

ォ
ワ
ー
ダ
ー
を
含
め
、
荷
主

も
輸
送
時
の
貨
物
の
損
害

に
責
任
を
負
う
リ
ス
ク
が
出

て
き
て
い
る
。
岡
部

・
山
口

法
律
事
務
所
の
山

田
修
司

弁
護
士
ら
が
講
演
し
、
物
流

企
業
関
係
者
ら
約
■
０
０
人

の
出
席
者
に
注
意
を
促
し

た
。

「荷
主
の
立
場
に
お
け
る

賠
償
」
の
副
題
が
付
く
セ
ミ

ナ
ー
で
、
東
京
海
上
国
動
総

物流企業関係者 ら約 100人が出席

５
０
０
立
方
財
型
で
、
ス
ト

ル
ト

・
ニ
ー
ル
セ
ン
グ
ル
ー

プ
向
け
。
受
注
額
は
計
約
■

億
３
０
０
万
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

が
で
、
２
０
■
９
年
第
２
、

第
３
四
半
期
に
引
き
渡
す
。

重
油
と
Ｌ
Ｎ
Ｇ
双
方
を
燃
料

に
で
き
る
２
元
燃
料
機
関
を

搭
載
す
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
輸
送

の
ほ
か
、
燃
料
供
給
も
想

定
。
追
加
で
同
型
船
３
隻
を

建
造
で
き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
が

合
営
業
第
２
部
の
村
山
進
年

貨
物
海
外
課
長
は

「
い
ま
は

荷
主
も
責
任
を
問
わ
れ
る
時

代
に
な

っ
て
い
る
」
と
、
荷

玉

（
荷
送
人
、
荷
受
け
人
、

Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ

ー
）
に
と

っ
て
の
新
た
な
リ

ス
ク
を
指
摘
。
「事
故
が
起
こ

る
前
に
自
ら
の
リ
ス
ク
を
認

識
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
」
と
話
し
た
。

山
口
弁
護
士
は
、
荷
主
と

運
送
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

範
囲
を
条
約
や
国
際
海
上
物

品
運
送
法
、
裁
判
所
の
判
例

な
ど
を
基
に
解
説
し
た
。
そ

の
上
で
、
２
０
０
４
年
に
発

生
し
た
コ
ン
テ
ナ
船

「Ｎ
Ｙ

Ｋ
ア
ル
グ
ス
」
の
火
災
事
故

や
改
正
商
法
な
ど
か
ら
、
荷

主
が
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ

る
可
能
性
を
説
明
し
た
。

荷
主
の
責
任
原
則
に
つ
い

て
は
、
「日
本
の
通
説
で
は
過

失
責
任
だ
が
、
英
国
は
無
過

失
責
任
、
米
国
は
英
国
の
判

．２
５
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型
で
、
受
注
額

は
計
４
億
米
が
超
、

２０
年
第

■
、
第
３
四
半
期
に
引
き
渡

す
。手

持
ち
工
事
は
減
少
基
調

が
続
く
。
同
部
門
の
９
月
末

の
》
荏
塗

向
は
、
■
年
前
と

比
べ
５
％
減
の
３９
億
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が

（
セ
テ

。
ブ
ラ
ジ

ル
向
け
除
く
）
。
内
訳
は
、
Ｆ

Ｐ
Ｓ
Ｏ

・
Ｆ
Ｌ
Ｎ
Ｇ

（
浮
体

式
Ｌ
Ｎ
Ｇ
生
産

・
貯
蔵
設

例
に
従

っ
て
い
る
」
と
、
海

外
で
は
荷
主
に
も
責
任
が
及

ぶ
可
能
性
を
撞

咆

改
正
商
法
で
は
、
荷
送
人

の
運
送
人
に
対
す
る
危
険
物

申
告
義
務
違
反
は
荷
送
人
が

注
意
を
怠
ら
な
か

っ
た
こ
と

を
証
明
で
き
な
け
れ
ば
賠
償

責
任
を
負
う

「過
失
推
定
責

任
」
と
な
る
。
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ

は
通
常
、
過
失
は
な
い
と
考

え
ら
れ
る
が
、
山
口
弁
護
〓

は

「外
国
で
は
責
任
を
負
わ

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と

リ
ス
ク
を
示
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
山
口
弁
護
士

は
輸
送
業
務
や
手
続
き
の
電

子
化
の
危
険
性
に
も
言
及
。

ベ
ル
ギ
ー

・
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

港
で
起
き
た
ハ
ッ
キ
ン
グ
事

件
で
は
荷
主
側
が
勝
訴
し
た

が
、
「逆
の
結
論
に
な
る
可
能

性
も
あ
る
。

ハ
ッ
キ
ン
グ
の

危
険
を
誰
が
負
担
す
る
の

か
、
常
に
問
題
に
な
る
」
と

述
べ
た
。

Ｂ
Ｗ
オ
フ
シ
ョ
ア

ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
Ｂ
Ｗ
オ
フ

シ
ョ
ァ
は
２３
日
本
ナ
イ
ジ

ェ

リ
ア
の
石
油
開
発
プ
ロ
ジ

ェ

ク
ト
に
投
入
し
て
い
る
Ｆ
Ｐ

Ｓ
Ｏ

（浮
体
式
石
油
生
産

・

貯
蔵
設
備
ヽ
セ
ン
ジ

ェ
・
ベ

ル
ゲ
」
の
用
船
期
間
が
最
大

６
年
延
長
に
な
る
と
発
表
し

た
。ア

ダ
ッ
ク
ス

・
ベ
ト
ロ
リ

ア
ム

・
エ
ク
ス
プ
ロ
レ
ー
シ

ョ
ン

（
ナ
イ
ジ

ェ
リ
ア
）
と

の
間
で
、
オ
ク
ウ
ォ
リ
粕
田

に
投
入
し
て
い
る

「
セ
ン
ジ

ェ
・
ベ
ル
ゲ
」
の
用
船
契
約

を
４
年
間
延
長
す
る
こ
と
で

合
意
し
た
。
■
年
間
延
長
で

き
る
オ
プ
シ
ョ
ン
が
２
回
付

く
。
用
船
料
も
改
定
し
、　
一

部
に
原
油
価
格
連
動
方
式
を

採
用
し
た
。
新
し
い
用
船
契

約
は
１１
月
６
日
か
ら
開
始
さ

れ
る
。

ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
オ
ス
ロ
証

券
市
場
に
上
場
す
る
Ｂ
Ｗ
オ

フ
シ
ョ
ア
は
、
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｏ
と

（
浮
体
式
石
油
貯
蔵

を
１５
隻
運
用
し
て
い

Ｒ
Ｃ
Ｌ

来
月
下
旬
か
ら
中
国

―
中
東
新
サ
ー
ビ
ス

韓
国
な
ど
の
５
社
協
調

タ
イ
船
社
Ｒ
Ｃ
Ｌ
は
、

１１

月
中
旬
か
ら
中
国
と
パ
キ
ス

タ
ン

・
中
東
を
結
ぶ
航
路
で

る 設 F°Cs

条
市
の
今
治
造
船
西
条
工
場

で
開
か
れ
た
Ｈ
写
真
。
関
係

者
ら
約
４０
人
が
出
席
し
、
国

内
初
と
な
る
２
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
型

船
の
建
造
を
祝

っ
た
。

（
１
面
参
照
）

命
名
式
で
は
日
本
、
パ
ナ

マ
両
国
の
国
旗
掲
揚
後
、
本

船
名
が
高
ら
か
に
読
み
上
げ

ら
れ
た
。
次
い
で
支
綱
切
断

と
と
も
に
く
す
玉
が
割
れ
、

会
場
は
情
れ
が
ま
し
い
雰
囲

気
に
包
ま
れ
た
。
関
係
者
ら

は
本
船
に
上
が
り
、
真
新
し

い
船
を
見
学
し
て
回

っ
た
。

匝

東
船
社
エ
ミ
レ
ー
ツ
シ
ッ
ピ

ン
グ
と
の
協
調
配
船
に
よ
る

Ｒ
Ｉ
Ｍ
、
韓
国
の
現
代
商
船

か
ら
の
ス
ロ
ッ
ト
借
り
受
け

田
囲
回
遇
目
章
イ

新
た
な
コ
ン
テ
ナ
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
す
る
。
否
港
の
ゴ
ー

ル
ド
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
、
韓
国

の
高
麗
海
運
、
Ｓ
Ｍ
ラ
イ
ン

と
台
湾
の
Ｔ
Ｓ
ラ
イ
ン
ズ
と

の
５
社
協
調
配
船
と
な
る
。

５
０
０
０
１
６
５
０
０
Ｔ
Ｅ

Ｕ
型
６
隻
を
投
入
す
る
。

第
■
船
は
１１
月
１７
日
天
津

新
港
起
こ
し
。

Ｒ
Ｃ
Ｌ
は
Ｒ
Ｐ
Ｍ
の
名
称

で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
天
津

新
港
▽
青
島
▽
上
海
▽
寧
波

▽
蛇
口
▽
ポ
ー
ト
ク
ラ
ン
▽

コ
ロ
ン
ボ
▽
カ
ラ
チ
▽
ジ

ュ

ベ
ル
ア
リ
▽
コ
ロ
ン
ボ
▽
ポ

ー
ト
ク
ラ
ン
▽
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
▽
天
津
新
港
。
天
津
新
港

か
ら
の
ス
リ
ラ
ン
カ
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
中
東

へ
の
直
航
便

は
業
界
初
と
な
る
。

Ｒ
Ｃ
Ｌ
に
と

っ
て
は
、
中

2万Lu型コンテナ船 5番船

励イOLト ゥルースユと者

(注)ド ライ負物は単位 :5ノ トン、原油は運賃

指数ワール ドスケール (WS)の平均値。

Ⅲ脚船滅}"……………………‐   '… …ⅢⅢ……‐ヽ…
1    伊、 コ     1  太平洋ラウン ド   1  大西洋ラウン ド   |

曽 物 航 踏 船 型

飼料穀物 パナマックス
一日本 26 22

鉄 鉱 石 ケーフ
フラジサレー

原  日 VLCC nl n4

Cな 3で
ヽ る 番 提


